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122 　 醗酵生産
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光 合成 黼 に よ る み か ん 外 皮麟 物 か らの 5 一ア ミ ノ レ ブ リ ン 酸 の 生 産

　　　　　　　　　　　（広 島大 ・工 、＊広島電 機大 、
「
＊ ＊ コ ス モ 総合 研 ）

　　　　　　　　
O
佐 々 木 健 先 田 中 徹

＃ “ ・林 東
＊ ・西尾 尚 道 ・永井 史 郎

　 1 ．目的 ． 5 一
ア ミノ レ ブ リ ン 酸 （ALA ）は低 毒性の 農薬 （除草 剤 、殺虫 剤 ） と して 注

　目 され て い る 。

D
我 々 は 先 に 、豚 ふ ん 尿消 化脱離 液 に 、　 ALA脱水酸 素 （乱 An｝阻害剤． レ ブ

　 リ ン 酸 （Lの お よ び ALA前駆 体 glycine を添 加 して 光 合成細菌 を培 養す る と、培養 液中 に 著

　量 の ALA を蓄積 す る事 を報告 した や　本 報で は 、大量 に 排出 され る み か ん外皮廃棄物 に 着

　目 し、そ の 消化脱離液か ら ALAを生 産 す る事 を 目的 と して 、　 ALAth成 に お よぼ す 添加物 と

　培 養条 件の 影 響 を検討 した 。

　 2 ．方法 、供 試 菌 は Rhodobacter 　S21tiA9！t！tL1！gEd　 IFO　 12203。 み か ん 外皮 消 化脱離 液 は 乾燥

　外 皮 （陣 皮 ）11．4（g／1）に NH ，Cl とM3SO4 を添 加 し、35℃ で 4− 5日間嫌 気乾燥 し、そ の 遠沈上

　 済 （COP， ca ．2g／1）を培 地 と した 。 供 試菌 は あ らか じめ glutamate ・ Nalate 培 地で 嫌 気明培養
2 ）

　 （L5i 容 ル ー ビ ン 、30℃ 、5klux ｝を 行い 、対 数末期 に集菌 し、そ の 菌体 を培圸 に けん濁 （ca ．

　 2g／1） し、ル
ー ビ ン に て 30℃ 、 4 − 7 日問 嫌気 明培 養 （5　 klux）した 。　 LA （10−30　 mM ）及び

　 glycine （BOmM）を種 h の 組合 せ で 添 加 した。　 ALAの 分析等は 前報
2 ）

に 準 じた 。

　 3 ．結 果 、培 地 に glycine （60mM）を 1 回 、　 LA （30酬 ）を 1 臼お きに 3 回逐次添 加 す る と

　菌 体外 へ の 瓩 A蓄積 を認 め た。 さ ら に 培地 の pHte6 ．8 − 7．0に制御 して 培饕す る と、　 ALAは

　著 量 に 蓄 積 さ れ 、約 15mM （2g ／i）に 達 した。 こ の 出領域 の 培養 で は 、　 LAに よ る ALAO の 阻

’害 は 他 の pflの 場合 と同 程度 で あ っ た が 、　 ALA台成 酸素 （ALAS）活性 は 比較 的高 い 活 性 を示

　 し、 こ の 事が AI．Aの 大 量蓄 積に 寄 与 して い る と推 定 され た 。 　 1 ）Rebez ら：Pestiside 　Bi−

　 ochem ．Phys弖ol ；…坦，11（旦988）言　2）Sasak苴　ら：APP1．Microbio1。Biotechno1．
，
32，127 ， （1990）
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416 　 海 洋 光 合 成 細 菌 の 生 成 す る 抗 藩 物 質

　 　 　 　 （東 京 農 工 大 ・工 ・物 質 生 物 工 》　
e
須 藤 広 明、　宮 下 英 明、
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1 ．　目 的 　 演 者 ら は 海 洋 光 合成 細 菌 の 有 効 利 用 を 目 的 と し て 水 素 生 産、 遺 伝 子 操 作 系 の 開

発、 生 瑾 活 性 物 質 の 検 索 等 の 研 究 を 行 っ て き た． 今 回 は、 海 洋 光 合 成 細 菌 抽 出 液 か ら 微 生

物 の 生 育 に 対 し て 抑 制 を 示 す 物 質 の 分 離、 及 び 物 質 の 同 定 を 行 っ た。

2 ． 方 法 　 光 照 射 下 で 嫌 気 培 養 を 行 っ た 海 洋 光 台 成 細 菌 を 集 菌、 洗 浄、 凍 結 乾 燥 し ア セ ト

ン 抽 出 し た。　さ ら に 抽 出 液 を 酢 酸 エ チ ル
ー6X ク エ ン 酸 混 合 液 に 溶 解 さ せ 、 酢 酸 エ チ ル 可 溶

画 分 に つ い て シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ イ
ーに よ り 各 画 分 に 分 画 し た。　こ こ で 得 ら

れ た 活 性 画 分 に っ い て 薄 層 ク ロ マ ト グ ラ フ・イ
ーに よ り 脂 質 ク ラ ス の 同 定 を 行 っ た 後、 UV ス

ペ ク ト ル 、 マ ス ス ベ ク ト ル の 測 定 を 行 っ た 。 抑 制 活 性 は 、 べ 一パ ーデ ィ ス ク を 用 い た 平 板

寒 天 法 に よ り 検 出 さ れ た 。

3 ， 結 果 　 当 研 究 室 で 、 分 離 、 保 有 し て い る 海 洋 性 光 合 成 細 菌 の う ち Rhodobscter 　 sp ． 2

種 の 抽 出 液 に お い て、 酵 母 や 糸 状 菌 の 生 育 を 避 択 的 に 抑 制 す る 物 質 が 得 ら れ た ． シ リ カ ゲ

ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

に よ り 分 離 し た 活 性 物 質 は、　黄 包 ま た は 檀 色 物 質 で あ っ た 。

被 検 菌 ‘こ 剥ucov 　r・ace 頴 08us 、　Cand 三da 　a ユbicans 、　一 　旦皇」匡皇、　Bacillus 　subtilis 、

一 一St 　 h　 l 　 　 　 aureus 、　 Nicr 。 coccus 工uteus 、 9sh’etrichia 蝿 、　 Pivicularia 螺 を

用 い て 抗 菌 ス ペ ク ト ル を 作 製 し た と こ ろ、 檀 色 物 質 は す べ て の 菌 に 好 し て 強 い 生 育 抑 制 活

性 を 有 す る こ と が 明 ら か に な っ た。 黄 色 物 質 は 塾． subtilis 、 §．　 Aureus 、　 ti．　 luteus 、 2．

難 … に 対 し て 活 性 を 示 し、 約 243 ，249 ，260 ，269 ．320nm 付 近 に 極 大 吸 収 を 示 し た． ま た マ

ス ス ベ ク ト ル か ら 分 子 量 717 が 推 定 さ れ た 。
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